
新図書館基本計画ニュースレター 第 4号（平成 30 年 4月） 　現在の亀山市立図書館は昭和 55 年（1980 年）に竣工しました
が、施設の老朽化などさまざまな課題を抱えており、JR 亀山駅
前を移転先として整備計画を検討しています。
　基本計画の策定にあたり、新しい図書館について市民の皆様と
共に考えるため、昨年 10 月よりワークショップや意見交換会な
どを開催し、皆様からたくさんのご意見をいただきました。これ
らを取りまとめて図書館整備推進委員会で議論・確認し、基本計
画の内容をとりまとめているところです。
　今回のニュースレターでは基本計画のふり返りとして、これま
での経過や基本計画としての成果をお知らせします。

　基本計画段階では、基本理念を実現するために新しい図書館はどう
あるべきか、可能性を広げる議論を行いました。
　まずは現在の図書館のよいところ・イマイチなところや、まちの特
徴を確認し、新しい図書館計画につなげる部分を整理しました。
　その上で、新しい図書館でどういった活動や使い方（ソフト面）を
するかアイデアを出し、それを実現するにはどういった空間や設え
（ハード面）が必要かを検討しました。
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ワークショップ

学識経験者、団体役員、一般公
募市民などにより構成され、整
備計画について検討しています。

公募で参加者を募り、テーマに
沿って、意見を出しました。

図書館利用の鍵となる方のとこ
ろへ出向いて議論しました。

各種団体へ出向き、意見交換を
行いました。

基本計画策定までの流れ

第１～３回市民ワークショップの成果は？
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新しい図書館に求められる「機能」と、そこで行われる使い方・活動を整理してまとめました。
これらは今後の図書館設計のベースとなります。
（現時点での可能性を記載しているものであり、全てをこのまま実現するという意味ではありません。）

◆新図書館での機能と活動の整理

◆基本理念
3 つのコンセプト
①読書活動により高まる 知
②読書活動から広がる 学 び
③学びの成果の体現と交流を 楽 しむ

学びの場から
つながる場へ

『 動 』の諸機能

『 静 』の諸機能

・施設の総合案内
・外国人や障がい者
　への対応

子どもを預けて
本を探す

・楽しいと感じる場に
・開放的で活動が
   見える設えに
・外から直接出入り可

・十分な台数を確保
・利用料金の配慮

・子どもや高齢者に配慮
・コミュニティバス等
   公共交通機関の整備

・正規職員、司書、専門職員を増やす
・読み聞かせ、託児スタッフ
・ボランティアを活用

・読み聞かせなどの人材派遣（子育てサロンなど）
・人材を有効活用するしくみ

・高齢者施設、スポーツ施設等への本の貸出し
・移動図書館の実施
・学校図書館との連携（蔵書のデータベース化）

・市民の本の貸出し
・コミュニティセンター等を拠点に

・外国人、障がい者など
   全ての人が利用しやすく

・時間外返却ポスト、開館時間延長
・インターネットの充実

・江戸の道ウォーキング
・森の図書館（加太の森で読み聞かせや本作りを）

・発表、イベント、会議
・本を使った活動（ブックトーク等）
・郷土学習、授業の発表

・打合せ、
　グループ活動
・市民団体の発表・展示

・個別席でおちついて学習
・静かな部屋と
　グループ学習できる部屋
・パソコンも使えるように
・座席予約システムも　　

・本の専門家が案内役に
・学習を教えてくれる人材
・学校への教材、歴史資料の貸出

古い本や貴重な本等
いろいろな本に触れ合う

・本を読む、
　学習できる
・食育の場とする

・市民団体の活動紹介
・市民情報の掲示
・まち歩き、食べ歩きマップ

・市外の方への PR

・文具や自由研究
　キットの販売

・電車の待合せ
・休憩、おしゃべり

・亀山市に関する PR・展示
　（市にゆかりのある人物、歴史、
      自然、昔話、地域資料など）

・市内風景の
　映像・写真

・子ども向け
　AV資料の充実

・気軽に新聞や
　雑誌が読める

・子どもが遊べる（昔遊び、遊具等）
・騒いでも気楽な雰囲気に
・親が横で本を読む

・子どもが泣いた時に
　迷惑をかけない

・屋根付スペース
・身体を動かす

・活動拠点に
・人材バンク

・セルフ貸出機
・ブックシャワー

・館内各所ですぐに
　対応できる位置に

・読み聞かせ、人形劇
・保育室のような雰囲気

・年代毎のコーナー
・外国の本で異文化交流
・子どもの興味を
   高める本や空間

・景色のよい場所に
・寝転んで本を読む

・あちこちに
　椅子やソファーを

交流機能

図書保存機能

開架書架機能

情報・文化発信機能

学習機能

親子・児童機能

管理・運営機能

発表・活動機能

＜全体計画・アクセス＞
〇駐車場・駐輪場

〇アクセス

〇ユニバーサルデザイン

＜施設運営・人材＞
〇図書館運営について

〇スタッフについて

〇人材の派遣・育成

＜他の施設との連携＞
〇図書館資料と連携した活動

〇市民図書館

〇本の宅配、移動図書館、学校図書館との連携

郷土資料スペース インフォメーション

閉架書庫

飲食（カフェ）

観光案内所

展示・掲示スペース

トイレ

貸出窓口 スタッフルーム

レファレンスコーナー

若者向け
コーナー

授乳・おむつ交換室
幼児用トイレ

物販
（コンビニ・文具・本）

休憩スペース

ブラウジング
コーナー

多目的スペース（大）

子育て支援
コーナー

託児室

防音室

屋外広場

ボランティア室

プレイコーナー

おはなしの部屋

児童閲覧室

対面朗読室

多目的
スペース（小） 閲覧コーナー

AVコーナー

AVコーナー

学習室

閲覧スペース

検索
スペース

エントランス

（「亀山市立図書館整備基本構想」（平成 29 年 7月策定）より）
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　基本計画段階での全４回のワークショップも最終回。表面の『新図書館での機能と活動の
整理』の確認後、「開館までこれから何しよう？～開館後を見据えたロードマップづくり～」と
題して、これから考えること、今からでもできることは何か議論しました。

　地域人口の約７割の方は図書館を利用していま
せん。待っているだけでは来てもらえないので、
市民サポーターなど、図書館に関わり、利用して
いる姿を見えるようにすることで掘りおこしがで
きるのではないでしょうか。

　　市民ワークショップにおいて示された新しい図書館への想いとして、ハード面では「動」と「静」の空間を分けること、飲食可能なスペー
ス、駐車場の確保など、　ソフト面では親子での利用、体制・蔵書の充実などが挙げられます。

　　ワークショップや図書館整備推進委員会などの議論を経て、市民の皆さんが想い描く新しい図書館像を整理し、図書館本来の機能に
　以下のような機能を併せ持った「多機能型図書館」をめざすものとします。

①数多くの市民が交流できる。
②飲食物の提供あるいは飲食が可能である。
③亀山ゆかりの人物の作品や市民活動などの展示ギャラリーがある。
④親子が気兼ねなく利用できる。

⑤亀山市域の多様な情報が発信されている。
⑥さまざまな学びに対応できる。
⑦亀山に関する貴重な資料が保存されている。
⑧利便性が高い管理運営がなされる。

第 4回市民ワークショップのまとめ

すぐにやること（設計段階）  完成までにやること （工事段階） 完成後にやること

基本計画の方向性

■発行
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■ワークショップ運営
　：（株）東畑建築事務所
■ワークショップアドバイザー
　：中井孝幸（愛知工業大学教授）

キャラクターの名前が決まりました
　亀山市の新しい図書館づくりプロ
セスのマスコットとして亀をモチー
フにしたオリジナルキャラクターを
作成しました。ワークショップで人
気投票を行い、名前を決定しました。

「かめ子」
です。

「かめ吉」
です。

平成 30年 3月 17 日（土）開催

愛知工業大学工学部建築学科教授
市民ワークショップアドバイザー

・蔵書数の検討、選書
・郷土資料・行政資料の収集

・本屋にはない選書

・ワークショップの継続
・継続した市民参加

・運営について議論
・工事にも市民の参加を

・図書館づくりをもっと PR！
・駅前移転についての周知

・学校図書の開放
・新図書館 PRイベント
・郷土資料を活用したイベント
・プレオープンイベント
・現図書館の利用拡大を図る　　　 ・親子で参加できる企画

・サロン、ギャラリー機能の充実
・多目的スペースの活用
（ガラス張りで活動の様子が見える）

・アンケートなどで利用者の声を
　集めて継続的な改善活動を

　・既存施設や現図書館
　・中高生の本離れの分析
　・先進事例の調査
　・学校図書館との連携

・飲食コーナーの設置
・資料や本の見せ方の工夫
・児童スペースの活用
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できることからやってみよう！

今の図書館をよりよくしよう！

もっと広く深く情報発信

活動の実践で輪をひろげる

・駅前立地を活かした「知」の発信拠点
・まちの情報も合わせて発信
・図書館からの積極的な情報発信・収集
・蔵書やスペースの空き状況の発信

まちの情報発信基地に！

現状の調査・分析

計画検討

蔵書計画

・専門職員の早期確保、育成
・蔵書計画にも加わる

・センスを磨いて
　スーパー司書に！

・人材バンクをつくる
・ボランティアセンターとの連携
・開館後では遅い！

・ボランティアの活用
・更なるサポーター集め

スタッフ確保・育成 ボランティア募集・育成

みんなでつくる、みんなが行きたくなる
市民主体の図書館を目指そう！！

・図書館システム
・駐車場運営方針
・周辺施設、活動団体との連携

運営システムの検討

継続した議論・市民参加の場を よりよい環境を実現するために

・要望の取捨選択、優先順位　
・駅前再開発計画との連携
・書架計画、親子・児童機能
・弱者からの意見も
・現図書館の今後の在り方検討

　今後は亀山駅周辺事業の基本設計、実施設計と合わせて新図
書館の設計を進め、平成 34 年（2022 年）の開館を目指します。
基本設計段階でも市民ワークショップを継続して実施予定です。

中井先生のまとめ 今後の流れ

◆めざす図書館像＝「多機能型図書館」

◆市民ワークショップによる新図書館像

こういった議論の場がこれからも継続されて、完成後にはサロ
ンのような地域の方の居場所が図書館にできるといいですね。

よろし
くお願いします！


